
（様式１－２）

※１ ※２ ※３

※１ 重点努力目標に関わる評価項目に★をつける。
※２ 各評価項目の達成度を、指標をもとに、◎（十分に達成できた）、○（概ね達成できた）、△（あまり達成できなかった）、▲（全く達成できなかった）で評価する。
※３ 各領域全体を、評価項目の達成度をもとに、Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（概ね達成できた）、Ｃ（あまり達成できなかった）、Ｄ（全く達成できなかった）で評価する。

①不祥事根絶・ハラスメントの防止については、管
理職も十分に留意しながら定期的な指導を継続し
ていく。

②協働できる職場環境づくりは不祥事根絶や業務
改善にもつながる。引き続き組織マネジメントや業
務改善、職員のアイデアを生かした取組を進め、
協働の雰囲気の醸成に努めていく。

③保護者との連携は電話連絡や面談等を通じて
引き続き充実させていく。また、必要に応じて管理
職も加わり、生徒のよりよい支援を進めていく。

④地域行事への参加は積極的に行っていく。一方
で生徒や職員の負担を考慮しながら、打ち合わせ
段階で学校の要望を伝えながら、持続可能なより
よい運営のあり方を地域と検討していく。

⑤学校だよりを引き続き発行し、保護者や地域に
学校の取組について伝える。保護者に学級の詳
細な様子を伝えるたよりの発行も進めていく。

①職：100％
不祥事根絶等は、管理職からの定期的な指
導を受け、職員も意識できている。

②職：94％
業務遂行に向けた管理職の組織マネジメン
ト、職員同士の学年や分掌を超えた連携が
進んでいる。超過勤務対策が課題である。

③職：92％、生：97％、保：91％
学校と保護者の細やかな情報交換等が行
われ、連携して生徒の支援を行えている。

④職：96％、生：94％、保：92％
地域と交わり地域で育てるという学校の方針
と取組を理解してもらえている。

⑤生：98％、保：92％
生徒・保護者ともに、たより等により学校の
教育活動について、情報提供が行われてい
ると感じている。

①職：89％、生：95％、保：92％
基本的な生活習慣の定着については改善
がみられるものの徹底までには至っていな
い。

②職：96％、生：96％、保：90％
生徒の人権意識は全体的に高まりつつある
が、他者を傷つける言動は依然として見られ
る。特定学年の評価が課題である。

③職：100％、生：96％、保：87％
生徒は職員の親身な対応や支援を感じてい
る。特定学年の評価が課題である。

④職：98％、生：97％、保：99％
生徒のアイデアを生かしながら、教師の支援
の下、生徒の自治的な活動を推進すること
ができている。

⑤職：99％、生：97％、保：95％
生徒の生命に関わる指導や生活環境の整
備が確実になされている。

①職：100％、生：97％、保：96％
学校経営方針の周知とそれに伴う学校評価
を活用して取組を進めることができている。

②職：94％、生：95％、保：87％
生徒の実態に応じた指導の工夫や研修受
講、校内研修の充実が図られている。

③職：94％、生：96％、保：86％
学び合いや話し合い活動は上昇。タブレット
を活用し、意見交換の機会が増えて他者の
考えを知ることができるのも要因である。

④職：86％、生：77％、保：63％
学習時間と取組は向上、生徒の評価は低
下。学習意欲の高まりがうかがえる。

⑤職87：％、生：93％、保：81％
上級学年ほど高い傾向。進学のための指導
にならないよう、3年間を通して生き方や志を
育む活動を充実させる必要がある。

Ｂ

◎

◎

◎

◎

　教育目標実現に向けた努力

　学習指導の充実

　学び合い・話し合い活動の充実

改　善　策　等

①教育目標実現には、全職員で学校経営方針の
共通理解を図ることが必要である。課題解決につ
ながる具体的でシンプルな方策を示していく。

②学力向上には、校内研修で学力調査の結果か
ら本校の課題を把握し、解決方策を共有している。
好ましい成果だったため、次年度も継続する。

③現行学習指導要領に示された「主体的・対話的
で深い学び」のまとめの時期である。個別最適・協
働的な学びの視点も持ち、全職員での授業研究
（教科の壁を越えた授業づくり）を進めていく。

④家庭学習時間については、今年度中に毎日の
生活状況調査「瑞中ルーティーン」で把握済みで
ある。次年度、校内研究の１つのテーマとして取り
入れ、保護者と連携しながら改善を図る。

⑤進路指導ではキャリアセミナー等、地域の教育
資源を活用しながら、キャリア教育の充実を図る。
１年次から生徒や保護者に情報発信を行ってい
く。

①生活指導における基本的な生活習慣の定着に
ついては、教師の継続的な指導に加え、生徒会活
動の取組を充実させながら進めていく。

②他者を傷つける言動は学校生活へ不適応を生
じさせるため、生徒指導部会とうで毅然とした指導
に向けた意思統一を図っていく。

③管理職・職員・会計年度職員で生徒の様子につ
いて情報共有を図り、保護者の願いを受け止めな
がら寄り添った組織的な支援を継続していく。

④生徒のアイデアを引き出し、自分たちで学校を
創る意識が高まっている。引き続き課題解決の方
策や行事の企画等を生徒と教師で進めていく。

⑤生徒自身に心と身の変化に気づき、心身の安
全を守る指導を継続する。特に、自転車乗車につ
いては今年度の下校指導を継続する。また、学校
施設については教師の視点に加え、生徒の視点
（アンケート）でも情報を得て改修していく。

評価項目（努力事項） 達成度

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

学
校
経
営
方
針

重
点
努
力
目
標

　ふるさとを愛し 心身ともにたくましく 主体的に学ぶ生徒の育成

　〇全体的に素直で、穏やかである。
　〇学校行事や生徒会活動等は協力して活動しようとする姿勢がある。
　〇保護者や地域の方々は学校教育への関心が高く、協力的である。
　●アイデアやリーダーシップを持っているが、表出までには至っていない。
　●人を傷つける言動が見られることがある。
　●心身の不調等による不登校及び不登校傾向の生徒が複数いる。
　　 諸活動において、困り感を抱える生徒に対する支援が必要である。

◎

指標
（見とる方法と判断の目安）

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

○

○

0

　安全教育の充実

★

　進路指導の充実

0

　長崎県及び雲仙市教育方針と学習指導要領の具現化をとおして、変化が激しく
予測困難な時代を生き抜く力及び人間性豊かで自主的精神と社会性を身につけ
た心身ともにたくましく、主体的に学ぶ生徒の育成を図る。そのため、教育者として
の使命感をもち、深い教育愛とすぐれた教育力を身につけながら特色ある学校づ
くりを創造する。また、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、学校・家庭及
び育友会・地域社会（町内各種団体及び事業所・学校支援会議等）との連携を深
め、自然環境や地域の協力に恵まれた瑞穂中学校の特性を生かした教育活動に
よりふるさとを愛する生徒の育成を図る。

　１　学力の確実な定着
　２　生徒指導の充実
　３　生徒会活動の活性化
　４　生命尊重・人権尊重を基盤とした教育の推進
　５　教育環境づくり
　６　家庭（保護者）・地域との連携
　７　協働できる職場環境づくり

★ 　特別支援教育の充実 ◎

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

　家庭学習の習慣

◎

◎

　生活指導の充実

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

評価

△

成　果　又は　課　題

◎

◎
職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

学
校
教
育
目
標

自
校
の
現
状

領域

重
点
度

番
号

①

学
校
教
育
活
動
の
改
善
と
充
実

②

★

働
き
方
改
革
の
推
進

★

⑤

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進

★

①

②

④

　人権・平和教育の充実

　不祥事根絶・ハラスメントの防止

　協働できる職場環境づくり

⑤

　生徒会活動の活性化

②

①

③

職員によるアンケート調査
肯定的意見80％以上

④

③

職員によるアンケート調査
肯定的意見80％以上

　保護者との連携

　地域との連携

　保護者・地域への情報提供⑤

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上

★

生徒・保護者によるアン
ケート調査
肯定的意見80％以上

職員・生徒・保護者による
アンケート調査
肯定的意見80％以上
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③

④

Ａ

Ａ

◎

◎


